
少しでも早いスタートを切ろう！ 
５月末となり、三者面談期間も終盤となりました。１年生は高校生活慣れましたか。２、３年生は自分の将来の目

標が定まりつつありますか？今年度も４月の早い段階から企業の採用担当者による学校訪問が始まっています。

自分が納得できる進路選択ができるように少しでも早く動きましょう。この就職ガイドでは、就職に関するさまざま

な情報を提供したり、社会人となった本校の卒業生の活躍などを紹介していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その１ 新３K 

「給与が良い・休暇がある・きつくない」 

男性職場というイメージのある建設業界ですが、女性も働きやすい環境を整えていて、男女

問わず採用するようになっています。 

「事務で採用されたけど現場に出たい」という女性もおり、キャリア面においても建設業協

会が支援するようになっています。  （次ページの新聞記事へ） 

 

その２ 資格が取りやすくなる 

「施工管理技術検定」の一次検定 

これまで建築業界で一定年数を務めないと受検できなかった検定ですが、一次検定には１級は１９

歳以上、２級は１７歳以上で受検できるようになりました！ 

その３ 東海工業専門学校金山校との連携 

建設企業に就職して、進学（入校）できる 

いま建設業界は、この産業に興味のある人を出身校・男女を問わず広く採用しています。 

企業に入職して給与をもらいながら、「進学して資格がとれる」という仕組みをつくっています。 

経済的な理由から進学支援を受けたい人は、対象企業を調べて見ましょう。（進路室に相談） 

建設業界が変わります 
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（１）琉球新報（経済面） 2024年(令和 6年) 5月 23日 木曜日 の記事です。 

（２）業界団体の取り組みについて（東海工業専門学校との連携）         


